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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器（ＵＥ）は、基地局が送信した複数のスケジューリング割り当て（ＳＡ）を
検出し、かつ、それぞれのダウンリンク（ＤＬ）構成要素キャリア（ＣＣ）に対応し、各
スケジューリング割り当ては、送信電力制御（ＴＰＣ）情報要素（ＩＥ）を含む情報要素
で構成され、各情報要素は、２進要素で表現される値を有する通信システムにおいて、
　前記ユーザ機器による複数のスケジューリング割り当ての検出に応答してなされるアッ
プリンク（ＵＬ）構成要素キャリアでの確認応答信号の送信のためのリソースを前記ユー
ザ機器が決定する方法であって、
　前記ユーザ機器が、前記確認応答信号の送信電力を調整するために、前記複数のダウン
リンク構成要素キャリアのうちの第１のダウンリンク構成要素キャリアに対応するスケジ
ューリング割り当ての送信電力制御情報要素値を使用するステップと、
　前記ユーザ機器が、前記確認応答信号の送信のために使用されるリソースを決定するた
めに、前記複数のダウンリンク構成要素キャリアのうちの残りのダウンリンク構成要素キ
ャリアに対応する各スケジューリング割り当ての送信電力制御情報要素値と前記基地局に
より構成されたリソースのセットを使用するステップと、
　前記ユーザ機器が前記リソースを用いて確認応答信号を送信するステップとを有するこ
とを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記各スケジューリング割り当ての送信電力制御情報要素値を使用するステップは、
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　第１のダウンリンク構成要素キャリアに対応するスケジューリング割り当てが検出され
ると、前記ユーザ機器が前記基地局により構成されたリソースのセットから前記リソース
を暗示的に決定するステップを含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記複数のダウンリンク構成要素キャリアのうち、残りのダウンリンク構成要素キャリ
アに対応するスケジューリング割り当ての送信電力制御情報要素は同一の値を有すること
を特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　ユーザ機器（ＵＥ）は、基地局が送信した複数のスケジューリング割り当て（ＳＡ）を
検出し、それぞれのスケジューリング割り当ては、送信電力制御（ＴＰＣ）情報要素（Ｉ
Ｅ）と、前記複数のスケジューリング割り当てに対して相対的な順序を提供するダウンリ
ンク割り当てインデックス（ＤＡＩ）情報要素とを含む情報要素で構成され、各情報要素
は、２進要素で表現される値を有する通信システムにおいて、
　前記ユーザ機器による複数のスケジューリング割り当ての検出に応答してなされる確認
応答信号の送信のためのリソースを前記ユーザ機器が決定する方法であって、
　前記ユーザ機器が、前記確認応答信号の送信電力を調整するために各ダウンリンク割り
当てインデックス情報要素により前記複数のスケジューリング割り当ての第１のスケジュ
ーリング割り当てであるもので表示されたスケジューリング割り当ての送信電力制御情報
要素値を使用するステップと、
　前記ユーザ機器が、前記確認応答信号の送信のために使用されるリソースを決定するた
めに、各ダウンリンク割り当てインデックス情報要素により前記複数のスケジューリング
割り当ての第１のスケジューリング割り当てでないもので表示された各スケジューリング
割り当ての送信電力制御情報要素値と前記基地局により構成されたリソースのセットを使
用するステップと、
　前記ユーザ機器が前記リソースを使用して確認応答信号を送信するステップとを有する
ことを特徴とする方法。
【請求項５】
　前記各スケジューリング割り当ての送信電力制御情報要素値を使用するステップは、
前記複数のスケジューリング割り当てのうちの前記第１のスケジューリング割り当てが検
出されると、前記ユーザ機器が前記基地局により構成されたリソースのセットから前記リ
ソースを暗示的に決定するステップを含むことを特徴とする請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１のスケジューリング割り当てと異なる各スケジューリング割り当てで各送信電
力制御情報要素に対して同一の値が送信されることを特徴とする請求項４に記載の方法。
【請求項７】
　各スケジューリング割り当て（ＳＡ）は、送信電力制御（ＴＰＣ）情報要素（ＩＥ）を
含む情報要素で構成され、各情報要素は、２進要素で表現される値を有し、各複数のダウ
ンリンク（ＤＬ）構成要素キャリア（ＣＣ）に対して基地局が送信した複数のスケジュー
リング割り当ての検出に応答して通信システムのアップリンク（ＵＬ）構成要素キャリア
で確認応答信号を送信するユーザ機器（ＵＥ）装置であって、
　前記複数のダウンリンク構成要素キャリアのうちの第１のダウンリンク構成要素キャリ
アに対するスケジューリング割り当ての送信電力制御情報要素値に応答して確認応答信号
の送信電力を調整する送信電力部と、
　前記複数のダウンリンク構成要素キャリアのうちの残りのダウンリンク構成要素キャリ
アに対応する各スケジューリング割り当ての送信電力制御情報要素値と前記基地局により
構成されたリソースのセットに応答してなされる確認応答信号送信のためのリソースを選
択する制御器と、
　前記リソースを使用して確認応答信号を送信する送信器と
を有することを特徴とするユーザ機器装置。
【請求項８】
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　前記複数のダウンリンク構成要素キャリアのうちの残りのダウンリンク構成要素キャリ
アに対応するスケジューリング割り当ての送信電力制御情報要素は同一の値を有すること
を特徴とする請求項７に記載のユーザ機器装置。
【請求項９】
　前記制御器は、前記複数のダウンリンク構成要素キャリアのうちの第１のダウンリンク
構成要素キャリアが一つのみ検出されると、前記基地局により構成されたリソースのセッ
トから暗示的に前記リソースを決定する特徴とする請求項７に記載のユーザ機器装置。
【請求項１０】
　各スケジューリング割り当て（ＳＡ）は、送信電力制御（ＴＰＣ）情報要素（ＩＥ）と
、複数のスケジューリング割り当てに対する相対的な順序を提供するダウンリンク割り当
てインデックス（ＤＡＩ）情報要素とを含む情報要素で構成され、各情報要素は、２進要
素で表現される値を有し、基地局が送信した複数のスケジューリング割り当ての検出に応
答して確認応答信号を送信するユーザ機器（ＵＥ）装置であって、
　各ダウンリンク割り当てインデックス情報要素により前記複数のスケジューリング割り
当ての第１のスケジューリング割り当てであるもので表示されたスケジューリング割り当
ての送信電力制御情報要素値に応答して前記確認応答信号の送信電力を調整する送信電力
部と、
　各ダウンリンク割り当てインデックス情報要素により前記複数のスケジューリング割り
当ての第１のスケジューリング割り当てでないもので表示された各スケジューリング割り
当ての送信電力制御情報要素値と前記基地局により構成されたリソースのセットに応答し
てなされる確認応答信号送信のためのリソースを選択する制御器と、
　前記リソースを使用して確認応答信号を送信する送信器とを有することを特徴とするユ
ーザ機器装置。
【請求項１１】
　前記制御器は、前記複数のスケジューリング割り当てのうちの第１のスケジューリング
割り当てが検出されると、前記基地局により構成されたリソースのセットから前記リソー
スを決定することを特徴とする請求項１０に記載のユーザ機器装置。
【請求項１２】
　前記第１のスケジューリング割り当てと異なる各スケジューリング割り当てで各送信電
力制御情報要素に対して同一の値が送信されることを特徴とする請求項１０に記載のユー
ザ機器装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信システムに関し、特に、複数のスケジューリング割り当ての受信に
応答して発生する確認応答信号の通信システムのアップリンクでの送信に関する。
【背景技術】
【０００２】
　通信システムは、基地局（“ノードＢ”とも呼ぶ）からユーザ機器（User Equipment：
以下、“ＵＥ”と称する）への信号の送信を伝達するダウンリンク（DownLink：以下、“
ＤＬ”と称する）とＵＥからノードＢへの信号の送信を伝達するアップリンク（UpLink：
以下、“ＵＬ”と称する）とから構成される。端末機又は移動局とも呼ばれるＵＥは固定
されるか又は移動可能であり、無線装置、携帯電話、個人用コンピュータ装置などであっ
てもよい。ノードＢは、一般的に固定されたステーションであり、基地局送受信システム
（Base Transceiver System：ＢＴＳ）、アクセスポイントなどとも呼ぶ。
【０００３】
　通信システムのＵＬは、情報コンテンツを運搬するデータ信号、通信システムのＤＬで
のデータ信号の送信に関連した情報を提供する制御信号、パイロット信号とも知られてい
る基準信号（ＲＳ）の送信をサポートする。また、ＤＬは、データ信号、制御信号、及び
ＲＳの送信をサポートする。ＵＬデータ信号は、物理アップリンク共有チャネル（Physic
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物理ダウンリンク共有チャネル（Physical Downlink Shared Channel：ＰＤＳＣＨ）を介
して伝達される。ＰＵＳＣＨ送信がない場合に、ＵＥは、物理アップリンク制御チャネル
（Physical Uplink Control Channel：ＰＵＣＣＨ）を介してアップリンク制御情報（Ｕ
ＣＩ）を伝達し、そうでない場合には、ＵＣＩがＰＵＳＣＨでデータとともに伝達されて
もよい。ＤＬ制御信号は、ブロードキャストされるか又はＵＥに関連してもよい。ＵＥ特
定制御チャネルは、他の目的のうちでもＰＤＳＣＨ受信のためのスケジューリング割り当
て（ＤＬ　ＳＡ）又はＰＵＳＣＨ送信のためのスケジューリング割り当て（ＵＬ ＳＡ）
をＵＥに提供するために使用することができる。ＳＡは、ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ
）フォーマットを用いてそれぞれの物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）を介し
てノードＢからそれぞれのＵＥに送信される。
【０００４】
　ＵＬ制御信号は、ハイブリッド自動再送要求（Hybrid Automatic Repeat reQuest：Ｈ
ＡＲＱ）過程に関連した確認応答信号を含み、通常、ＰＤＳＣＨを通して伝達されるデー
タ転送ブロック（ＴＢ）の正確な又は不正確な受信に応答する。図１は、本例において、
１つのサブフレームで構成される送信時間間隔（Transmission Time Interval：ＴＴＩ）
でのＨＡＲＱ確認応答（ＨＡＲＱ－ＡＣＫ）信号の送信に対するＰＵＣＣＨ構造を示す。
サブフレーム１１０は、２個のスロットを含む。各スロット１２０は、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ
信号のコヒーレント復調を可能にするＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号１３０又は基準信号（ＲＳ）
１４０の送信のための
【数１】

個のシンボルを含む。各シンボルは、チャネル伝搬効果による干渉を緩和するためにサイ
クリックプレフィックス（ＣＰ）をさらに含む。第１のスロットでの送信は、周波数ダイ
バーシティを提供するために第２のスロットでの送信とは動作帯域幅（ＢＷ）が異なる部
分にあってもよい。動作ＢＷは、リソースブロック（ＲＢ）と呼ばれる周波数リソースユ
ニットで構成されると仮定する。各ＲＢは、

【数２】

個のサブキャリア又はリソース要素（ＲＥ）で構成されるものと仮定し、ＵＥは、１つの
ＲＢ１５０を介してＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号及びＲＳを送信する。
【０００５】
　図２は、ＰＵＣＣＨの１つのスロットで一定振幅ゼロ自己相関（Constant Amplitude Z
ero Auto-Correlation：ＣＡＺＡＣ）を用いるＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信のための構造を
示す。他のスロットでの送信は、同一の構造を効果的に有するものと仮定する。ＨＡＲＱ
－ＡＣＫビットｂ２１０は、ＣＡＺＡＣシーケンス２３０、例えば、２位相偏移変調（Bi
nary Phase Shift Keying：ＢＰＳＫ）又は４位相偏移変調（Quaternary Phase Shift Ke
ying：ＱＰＳＫ）を用いて変調２２０を行い、次に説明するように、逆高速周波数変換（
Inverse Fast Frequency Transform：ＩＦＦＴ）を実行した後に送信される。ＲＳ２４０
は、非変調されたＣＡＺＡＣシーケンスを介して送信される。
【０００６】
　ＣＡＺＡＣシーケンスの例は、下記の数式（１）で与えられる。
【０００７】
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【数３】

【０００８】
　ここで、ＬはＣＡＺＡＣシーケンスの長さであり、ｎはシーケンス要素のインデックス
であり、ｎ＝｛０，１，２，．．．，Ｌ－１｝であり、ｋはシーケンスインデックスであ
る。Ｌが素数（prime integer）である場合に、｛１，２，．．．，Ｌ－１｝でｋ個の範
囲で定義されたＬ－１個の区別される（distinct）シーケンスが存在する。１個のＲＢが

【数４】

個のＲＥを含むと仮定すると、同一の長さを有するＣＡＺＡＣシーケンスは、ＣＡＺＡＣ
特性を満足するシーケンスに対するコンピュータ検索を介して直接発生することができる
。
【０００９】
　図３は、ＲＳとしての変調なしに、又はＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号としてのＢＰＳＫ、又は
ＱＰＳＫ変調とともに使用することができるＣＡＺＡＣシーケンスに対する送信器構造を
示す。コンピュータ発生ＣＡＺＡＣシーケンスの周波数領域バージョンがステップ３１０
で使用される。ステップ３３０で第１のスロット及び第２のスロットでＣＡＺＡＣシーケ
ンスの送信のために、ステップ３２０で第１のＲＢ及び第２のＲＢが選択され、ステップ
３４０でＩＦＦＴが実行され、この後に説明されるように、ステップ３５０で循環シフト
（ＣＳ）が出力に適用される。最後に、ステップ３６０でＣＰが挿入され、タイムウィン
ドーイングを介したフィルターリングが送信された信号３８０に適用される。ＵＥは、自
身の信号送信のために使用されないＲＥ及び保護ＲＥ（図示せず）でゼロパディング（ze
ro padding）を適用すると仮定する。また、簡潔さのために、ディジタル－アナログ変換
器、アナログフィルター、増幅器、及び送信器アンテナのような追加の送信器回路は、当
業者に知られているので図示しなかった。
【００１０】
　図４は、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号受信のための受信器構造を示す。アンテナは、ＲＦアナ
ログ信号を受信し、（フィルター、増幅器、周波数ダウンコンバータ、及びアナログ－デ
ィジタル変換器のような）追加処理部を経た後に、ディジタル受信信号４１０は、ステッ
プ４２０でフィルターリングされ、ステップ４３０でＣＰが除去される。この後に、ステ
ップ４４０でＣＳが復元され、ステップ４５０で高速フーリエ変換（Fast Fourier Trans
form：ＦＦＴ）が適用され、第１のスロット及び第２のスロットでステップ４６０での信
号送信の第１のＲＢ及び第２のＲＢがステップ４６５で選択され、この信号は、ステップ
４７０において、ステップ４８０でのＣＡＺＡＣシーケンスのレプリカ（replica）と相
関する。ＲＳの場合には、時間－周波数補間器のようなチャネル推定部、又は送信された
ＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号に対する検出部に出力４９０が伝達することができる。
【００１１】
　同一のＣＡＺＡＣシーケンスの相互に異なるＣＳは、直交ＣＡＺＡＣシーケンスを提供
するので、同一のＲＢでＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信のために相互に異なるＵＥに割り当て
られることができ、直交ＵＥ多重化を達成することができる。このような原理は、図５に
示されている。同一のルートＣＡＺＡＣシーケンスの複数のＣＳ５２０、５４０、５６０
、５８０から対応して発生する複数のＣＡＺＡＣシーケンス５１０、５３０、５５０、５
７０が直交することができるように、ＣＳ値Δ５９０はチャネル伝搬遅延拡散Ｄ（時間不
確実性エラー及びフィルタースピルオーバー（spillover）効果を含む）を超過しなけれ
ばならない。ＴＳがシンボル期間（duration）である場合に、このようなＣＳの数は、比
ＴＳ／Ｄの数学的フロア（floor）と同一であり、このようなＣＳの数は、
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【数５】

であり、
【数６】

（フロア）関数は、数をこのような数より小さい整数にラウンディングする。
【００１２】
　同一のＲＢでＣＡＺＡＣシーケンスの相互に異なるＣＳを用いて相互に異なるＨＡＲＱ
－ＡＣＫ信号の直交多重化を行うことに加えて、直交カバーリングコード（ＯＣＣ）を用
いて時間領域でも直交多重化が達成することができる。例えば、図２において、ＨＡＲＱ
－ＡＣＫ信号は、ウォルシュアダマール（Walsh-Hadamard：ＷＨ）ＯＣＣのような長さ４
のＯＣＣにより変調することができ、他方、ＲＳは、ＤＦＴ　ＯＣＣ（図示せず）のよう
な長さ３のＯＣＣにより変調することができる。このように、（さらに短い長さのＯＣＣ
により決定される）因数３により多重化容量が増加する。ＷＨ　ＯＣＣのセット｛Ｗ０，
Ｗ１，Ｗ２，Ｗ３｝及びＤＦＴ　ＯＣＣのセット｛Ｄ０，Ｄ１，Ｄ２｝は、次のようであ
る。
【００１３】

【数７】

【００１４】
　表１は、ＣＡＺＡＣシーケンスに対してシンボル当たりの総１２個のＣＳを仮定した場
合に、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信に使用されるＰＵＣＣＨリソースｎＰＵＣＣＨに対する
ＯＣＣｎＯＣＣ及びＣＳαへのマッピングの一例を示している。
【００１５】
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【表１】

【００１６】
　ＳＡは、制御チャネル要素（ＣＣＥ）と呼ばれる基本（elementary）単位で送信される
。各ＣＣＥは複数のＲＥで構成され、ＵＥはノードＢによる物理制御フォーマット指示子
チャネル（Physical Control Format Indicator Channel：ＰＣＦＩＣＨ）の送信を介し
てＤＬサブフレームでＣＣＥの総個数ＮＣＣＥの通知を受ける。周波数分割二重化（ＦＤ
Ｄ）システムの場合に、ＵＥは、（無線リソース制御（ＲＲＣ）レイヤーのような）上位
レイヤーによりノードＢがＵＥに構成するオフセットＮＰＵＣＣＨを加えて、ＤＬ　ＳＡ
の第１のＣＣＥｎＣＣＥからｎＰＵＣＣＨを決定し、ｎＰＵＣＣＨ＝ｎＣＣＥ＋ＮＰＵＣ

ＣＨである。時間分割二重化（ＴＤＤ）システムの場合に、ｎＰＵＣＣＨの決定がさらに
関連するが、ＤＬ　ＳＡのＣＣＥを使用する同一のマッピング原理が適用される。
【００１７】
　図６は、ＣＣＥを使用するＳＡの送信をさらに示している。ＳＡ情報ビット（図示せず
）のチャネル符号化及びレートマッチング（rate matching）の後にエンコーディングさ
れたＳＡビットは、論理領域（logical domain）でＣＣＥにマッチングされる。１番目の
４個のＣＣＥであるＣＣＥ１　６０１、ＣＣＥ２　６０２、ＣＣＥ３　６０３及びＣＣＥ
４　６０４は、ＵＥ１へのＳＡ送信のために使用される。次の２個のＣＣＥであるＣＣＥ
５　６１１及びＣＣＥ６　６１２は、ＵＥ２へのＳＡ送信のために使用される。次の２個
のＣＣＥであるＣＣＥ７　６２１及びＣＣＥ８　６２２は、ＵＥ３へのＳＡ送信のために
使用される。最後に、最後のＣＣＥであるＣＣＥ９　６３１は、ＵＥ４へのＳＡ送信のた
めに使用される。ビットスクランブリング、変調、インターリービング及びＲＥ６４０へ
のマッピングを含むことができる追加の処理の後に、各ＳＡは、ＤＬサブフレーム６５０
のＰＤＣＣＨ領域で送信される。ＵＥ受信器では、逆動作が実行され（簡潔にするために
図示せず）、（ＵＥ識別子でマスキングされた循環リダンダンシーチェック（ＣＲＣ）を
通してＵＥにより決定されたように）ＳＡが正しくデコーディングされる場合に、ＵＥは
、関連ＰＤＳＣＨ（ＤＬ　ＳＡ）を受信するか又は関連ＰＵＳＣＨ（ＵＬ　ＳＡ）を送信
する。
【００１８】
　ＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信のためのリソースと、ＤＬ　ＳＡ送信のために使用されるＣ
ＣＥの間に１対１マッピングが存在する。例えば、単一リソースがＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号
送信に使用される場合に、これは、各ＤＬ　ＳＡに対して最小のインデックスを有するＣ
ＣＥに対応することができる。ＵＥ１、ＵＥ２、ＵＥ３、及びＵＥ４は、自身のＨＡＲＱ
－ＡＣＫ信号送信のためにＰＵＣＣＨリソース１、５、７、及び９をそれぞれ使用する。
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または、複数のＣＣＥがＤＬ　ＳＡ送信に使用される場合に、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報は、
変調されたＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号により伝達することができるだけでなく、（ＤＬ　ＳＡ
を伝達するのに使用される複数のＣＣＥのうちの１つに対応する）選択されたリソースに
より伝達されることもできる。ＰＵＣＣＨ　ＲＢ内のすべてのリソースが使用される場合
に、すぐ次のＲＢのリソースを使用することができる。
【００１９】
　単一構成要素キャリア（ＣＣ）で動作するレガシーＦＤＤ通信システムにおて可能なデ
ータ率より高いデータ率をサポートするために、レガシー通信のためのＣＣのＢＷよりさ
らに広いＢＷが使用されてもよい。このようなさらに広いＢＷは、複数のＣＣの統合（ag
gregation）を介して達成することができる。例えば、１００ＭＨｚのＢＷは、５個の２
０ＭＨｚ　ＣＣの統合から得られる。ノードＢは、複数のＣＣを通してＵＥとの通信を構
成する。各ＤＬ　ＣＣでのＵＥによるＰＤＳＣＨ受信は、図６に説明された各ＤＬ　ＳＡ
により構成される。ＴＤＤシステムにおいて、ＤＬ又はＵＬでさらに高いデータ率は、特
定のリンクにさらに多くのサブフレームを割り当てることにより達成することができる。
複数のＣＣの統合と類似しているように、複数のＤＬサブフレームの場合に、各ＤＬサブ
フレームでＰＤＳＣＨ受信が各ＤＬ　ＳＡにより構成される。
【００２０】
　複数のＤＬ　ＣＣにおいてＵＥによるＤＬ　ＳＡ受信に関連したＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号
の送信は、ＵＥに対する“プライマリー”ＵＬ　ＣＣと呼ばれる単一ＵＬ　ＣＣのＰＵＣ
ＣＨであり得る（プライマリーＵＬ　ＣＣはＵＥ特異的である（ＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ
））。プライマリーＵＬ　ＣＣにおいて個別のリソースが複数のＤＬ　ＣＣでのＤＬ受信
に応答したＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号の送信のためにＵＥにＲＲＣ－構成をすることができる
。
【００２１】
　図７は、３個のＤＬ　ＣＣであるＤＬ　ＣＣ１　７１０、ＤＬ　ＣＣ２　７２０、及び
ＤＬ　ＣＣ３　７３０でのＤＬ　ＳＡ受信に対応して、プライマリーＵＬ　ＣＣ７４０で
発生するＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信を示している。ＤＬ　ＣＣ１、ＤＬ　ＣＣ２、及びＤ
Ｌ　ＣＣ３でのＤＬ　ＳＡ受信に対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信のためのリソースは
、ＰＵＣＣＨリソースの第１のセット７５０、第２のセット７６０、及び第３のセット７
７０にそれぞれ含まれる。
【００２２】
　ＵＥがＮ＞１　ＤＬ　ＣＣでのＤＬ　ＳＡ受信に応答してＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号を送信
する第１の方式は、プライマリーＵＬ　ＣＣの各リソースでＮ＞１　ＨＡＲＱ－ＡＣＫチ
ャネルを同時に送信することである。第２の方式は、３ＧＰＰ　Ｅ－ＵＴＲＡ（Evolved 
Universal Terrestrial Radio Access） ＬＴＥ（Long Term Evolution）ＴＤＤと同様に
、変調されたＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号を送信し、送信されたＨＡＲＱ－ＡＣＫビットの値に
従ってＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信に使用されるリソースを選択することである。この２つ
の場合のすべてにおいて、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信のための個別のリソースが各ＤＬ　
ＣＣに対するＤＬ　ＳＡ受信に応答して要求される。第３の方式は、すべてのＨＡＲＱ－
ＡＣＫビットを共同で符号化し、各ＵＥに対する排他的（exclusive）ＲＲＣ－構成リソ
ースで単一ＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号を送信することである。
【００２３】
　プライマリーＵＬ　ＣＣでＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号の送信の場合に、提供された（provis
ioned）リソースが各ＤＬ　ＣＣでＳＡ送信のために使用されるすべてのＣＣＥに対応す
ると、多くのＤＬ　ＣＣが存在する場合があるのでこれに従うオーバーヘッドが相当であ
ることができる。ＤＬ　ＣＣのサブセットでＳＡを受信するＵＥは、他のＤＬ　ＣＣで使
用されるＣＣＥの数を知らないこともあるので、サブフレームで各ＨＡＲＱ－ＡＣＫリソ
ースの数を認識することができない。したがって、各ＤＬ　ＣＣでＣＣＥの最大個数に対
応するＨＡＲＱ－ＡＣＫリソースに対する最大個数が仮定される必要がある。最大ＨＡＲ
Ｑ－ＡＣＫリソースより少ないＨＡＲＱ－ＡＣＫリソースがサブフレームで使用される場
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合に、通常、残りは、ＰＵＳＣＨ送信のような他のＵＬ送信に割り当てられることができ
ないので、ＢＷが浪費される。
【００２４】
　サブフレーム当たりの複数のＤＬ　ＣＣに対するＤＬ　ＳＡの受信を有するＵＥの数が
通常は大きくないために、リソースのプール（pool）がＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信に対す
るＲＲＣにより構成することができる。プライマリーＵＬ　ＣＣにリンクされたＤＬ　Ｃ
Ｃに対するＤＬ　ＳＡ受信に応答してなされるＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信のためのリソー
スは、やはり各ＤＬ　ＳＡに対して最小のインデックスを有するＣＣＥから決定すること
ができる。ＤＬ　ＣＣとＵＬ　ＣＣ間のリンクは、単一セル通信システムの伝統的な意味
内にある。ＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信のためにＲＲＣシグナリング固有リソースを通して
各ＵＥに割り当てることによりリソース衝突を避けることができるが、ＵＥがサブフレー
ムでいずれのＤＬ　ＳＡ受信も有しない場合にはリソース浪費につながることもある。Ｈ
ＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信に対して他のＵＥとのＲＲＣシグナリング共有リソースを通して
ＵＥに割り当てられることは、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信に対して共有されたリソースを
有するＵＥが同一のサブフレームでそれぞれのＤＬ　ＳＡを受信することができないので
、スケジューラ制限事項のおかげでリソース浪費の確率を減少させることができる。
【００２５】
　前述の考慮事項は、１つ又はそれ以上のＰＵＣＣＨリソースが各ＵＥに対して予備され
る必要があるが、このようなリソースのうちの一部だけが通常に各サブフレームで使用さ
れる場合に、ＰＵＣＣＨでＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信又は各リソースの決定に使用される
特定の方法に関係なく適用される。
【００２６】
　したがって、プライマリーＵＬ　ＣＣでＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信のためのリソースオ
ーバーヘッドを減少させる必要がある。
【００２７】
　また、複数のＵＥからのＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信のためのリソース間の衝突を避ける
必要がある。
【００２８】
　最後に、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信のためのリソースをＵＥに割り当てるための規則を
決定する必要がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００２９】
　本発明の目的は、少なくとも上述した問題点及び／又は不都合に取り組み、少なくとも
以下の便宜を提供することにある。すなわち、本発明の目的は、先行技術に関連した問題
点及び／又は短所のうちの少なくとも１つを少なくとも部分的に解決、緩和、又は予防を
行う方法及び装置を提供することにある。
【００３０】
　本発明の他の目的は、複数の構成要素キャリア（ＣＣ）又は複数のＤＬサブフレームで
ノードＢにより送信されたＤＬ　ＳＡのＵＥによる受信に応答してなされるＨＡＲＱ－Ａ
ＣＫ信号送信のためのリソースをＵＥが決定する方法及び装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００３１】
　上記のような目的を達成するために、本発明の一態様によれば、各ＤＬ　ＳＡを伝達す
るＤＣＩフォーマットは、ＵＥがＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号の送信電力を調整するためのＴＰ
Ｃ命令を提供する送信電力制御（ＴＰＣ）情報要素（ＩＥ）を含むＩＥで構成される。プ
ライマリーＵＬ　ＣＣにリンクされたＤＬ　ＣＣに対するＤＬ　ＳＡを伝達するＤＣＩフ
ォーマットのＴＰＣ　ＩＥは、意図した目的であるＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信電力調整の
ために使用される他方、ＵＥが構成されたＤＬ　ＣＣのうちの残りに対するＤＬ　ＳＡを
伝達するＤＣＩフォーマットのＴＰＣ　ＩＥは、構成されたリソースのセットのうちでＨ
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ＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信のためのリソースをＵＥに表示するのに使用される。
【００３２】
　本発明の他の態様によれば、各ＤＬ　ＳＡを伝達するＤＣＩフォーマットは、ＵＥがＨ
ＡＲＱ－ＡＣＫ信号の送信電力を調整するためのＴＰＣ命令を提供する送信電力制御（Ｔ
ＰＣ）情報要素（ＩＥ）及びＵＥがＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号を発生する複数のＤＬ　ＳＡの
相対的な順序を提供するダウンリンク割り当てインデックス（ＤＡＩ）ＩＥを含むＩＥで
構成される。ＤＡＩ　ＩＥが第１のＤＬ　ＳＡであるもので表示したＤＬ　ＳＡを伝達す
るＤＣＩフォーマットのＴＰＣ　ＩＥは、自身の意図した目的であるＨＡＲＱ－ＡＣＫ送
信電力調整のために使用されるが、ＤＡＩ　ＩＥが第１のＤＬ　ＳＡでないもので表示し
たＤＬ　ＳＡを伝達する、ＤＣＩフォーマットのＴＰＣ　ＩＥは、構成されたリソースの
セットのうちでＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信のためのリソースをＵＥに表示するのに使用さ
れる。
【発明の効果】
【００３３】
　本発明の他の目的、利点、及び顕著な特徴は、添付の図面及び本発明の実施形態からな
される以下の詳細な説明から、当業者にとって明確になるはずである。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】ＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号の送信のためのＰＵＣＣＨサブフレームを示す図である。
【図２】ＰＵＣＣＨサブフレームの１つのスロットでＣＡＺＡＣシーケンスを用いるＨＡ
ＲＱ－ＡＣＫ信号送信のための構造を示す図である。
【図３】ＣＡＺＡＣシーケンスのための送信器構造を示すブロック図である。
【図４】ＣＡＺＡＣシーケンスのための受信器構造を示すブロック図である。
【図５】相互に異なる循環シフトの適用を通したＣＡＺＡＣシーケンスの多重化を示す図
である。
【図６】ＰＤＣＣＨ　ＣＣＥを用いるＳＡの送信を示すブロック図である。
【図７】それぞれの複数のＤＬ　ＣＣに対する複数のＳＡの受信に応答してＵＬ　ＣＣで
のＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信のための相互に異なるリソースの使用可能性（availability
）を示す図である。
【図８】本発明の一実施形態に従ってＵＥがプライマリーＵＬ　ＣＣにリンクされたＤＬ
　ＣＣですべてのＳＡを受信するという仮定の下にそれぞれの複数のＤＬ　ＣＣに対する
複数のＳＡを伝達するＣＣＥを用いるＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信リソースの発生の一例を
示す図である。
【図９】本発明の一実施形態に従ってＵＥがそれぞれの複数のＤＬ　ＣＣに対する複数の
ＳＡを受信し、一部のＳＡは、プライマリーＵＬ　ＣＣに接続されないＤＬ　ＣＣで受信
されるという仮定の下に、ＲＲＣ構成されたリソースを用いるＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信
リソースの発生の一例を示す図である。
【図１０】本発明の一実施形態に従ってＵＥが複数のＤＬ　ＳＡの受信に応答して送信し
たＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号に対してリソースをインデキシングするためにＤＬ　ＳＡでＴＰ
Ｃ　ＩＥのビットを用いる原理を示す図である。
【図１１】本発明の一実施形態に従ってＲＲＣ構成されたＨＡＲＱ－ＡＣＫリソースに適
用されるオフセットとＴＰＣ　ＩＥに対する値との間の段階的（step-wise）マッピング
を示す図である。
【図１２】本発明の一実施形態に従ってＲＲＣ構成されたＨＡＲＱ－ＡＣＫリソースに適
用されるオフセットとＴＰＣ　ＩＥに対する値との間の順次な（serial）マッピングを示
す図である。
【図１３】本発明の一実施形態に従ってそれぞれのＤＬ　ＳＡでプライマリーＤＬ　ＣＣ
に対するリソース、ＴＰＣ　ＩＥ及びＤＡＩ　ＩＥの関数として、プライマリーＤＬ　Ｃ
Ｃ外のＤＬ　ＣＣでＤＬ　ＳＡに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫリソースマッピングを示す図で
ある。
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【図１４】本発明の一実施形態に従ってＴＰＣ　ＩＥ値に従ってリソースを選択する制御
器を含むＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信器のブロックを示す図である。
【図１５】本発明の一実施形態に従ってＴＰＣ　ＩＥ値に従ってリソースを選択する制御
器を含むＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号受信器のブロックを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００３５】
　以下では、本発明を添付の図を参照してさらに完全に説明する。しかしながら、本発明
は、多くの他の形態で実現することができ、ここで記述された実施形態に限定されるもの
と解釈されてはいけない。これらの実施形態は、開示が徹底し、十分であるため、及び当
業者に本発明の範囲を完全に伝達するために提供される。
【００３６】
　また、本発明が直交周波数分割多重接続（Orthogonal Frequency Division Multiple A
ccess：ＯＦＤＭＡ）通信システムに関連して説明したが、一般的にすべての周波数分割
多重化（Frequency Division Multiplexing：ＦＤＭ）システムと、特に、単一キャリア
周波数分割多重接続（Single-Carrier Frequency Division Multiple Access：ＳＣ－Ｆ
ＤＭＡ）、ＯＦＤＭ、ＦＤＭＡ、離散フーリエ変換（ＤＦＴ）－拡散ＯＦＤＭ、ＤＦＴ－
拡散ＯＦＤＭＡ、ＳＣ－ＯＦＤＭＡ、及びＳＣ－ＯＦＤＭにも適用される。
【００３７】
　複数のＤＬ　ＣＣ又は複数のＤＬサブフレームで複数のＤＬ　ＳＡ受信に応答してなさ
れるＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信のためのリソースをＵＥが決定する方法及び装置が説明さ
れる。
【００３８】
　本発明の一態様は、プライマリーＵＬ　ＣＣでＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信に対して使用
可能なリソースの相対的な（relative）インデキシング(indexing)を提供する。このよう
なリソースは、各ＤＬ　ＳＡを通してＲＲＣ構成されるか、又は動的に決定することがで
きる。ＲＲＣ構成されたリソースを考慮することができるが、動的に決定されたリソース
に対しても同一の原理が直接適用される（このような説明の反復は簡潔さのために省略す
る）。
【００３９】
　１番目の場合に、同一のプライマリーＵＬ　ＣＣでＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信を有する
すべてのＵＥは、プライマリーＵＬ　ＣＣにリンクされたＤＬ　ＣＣでＳＡを受信するか
、又は対応するＰＣＦＩＣＨを信頼性よく受信することができると仮定する。プライマリ
ーＵＬ　ＣＣにリンクされたＤＬ　ＣＣをプライマリーＤＬ　ＣＣと呼ぶ。プライマリー
ＤＬ　ＣＣに対するＤＬ　ＳＡに応答してなされるＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信のためのリ
ソースは、各ＤＬ　ＳＡに対して最小のインデックスを有するＣＣＥから決定することが
できるものと仮定する。プライマリーＤＬ　ＣＣ外のＤＬ　ＣＣに対するＤＬ　ＳＡに応
答してなされるＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信のためのリソースは、各ＵＥに対するＲＲＣシ
グナリングを介して構成され、プライマリーＤＬ　ＣＣでＰＤＣＣＨサイズにより順番通
りに決定される、プライマリーＤＬ　ＣＣでＤＬ　ＳＡに応答してなされるＨＡＲＱ－Ａ
ＣＫ信号送信に要求されるリソースの総個数に比例して（relative to）決定される。
【００４０】
　図８は、上述した第１の場合を示している。プライマリーＤＬ　ＣＣにおいて、ＰＤＣ
ＣＨは、サブフレームｐ８１０でＰ個のＣＣＥを占め、サブフレームｑ８２０でＱ個のＣ
ＣＥを占める。同一のプライマリーＵＬ　ＣＣを有する各ＵＥがプライマリーＤＬ　ＣＣ
でＳＡを受信するか、又はプライマリーＤＬ　ＣＣでＰＣＦＩＣＨを信頼性よく受信する
ので、各ＵＥは、プライマリーＤＬ　ＣＣ（ＤＬ　ＣＣ１）でＤＬ　ＳＡに応答してなさ
れるプライマリーＵＬ　ＣＣでのＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号の送信に対して使用可能なリソー
スを認識する。このようなリソースは、サブフレームｐ８３０でＰであり、サブフレーム
ｑ８４０でＱであるプライマリーＤＬ　ＣＣでのＣＣＥの総個数により決定される。した
がって、ＵＥは、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信に対する自身のＲＲＣ構成（ＲＲＣ-configu
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red）リソースがサブフレームｐのＰ＋ＮＰＵＣＣＨリソース（第１のＲＲＣ構成リソー
スは、Ｐ＋１＋ＮＰＵＣＣＨとしてインデキシングされ、カウンティングは１から開始さ
れる）の後にインデキシングされ、サブフレームｑでＱ＋ＮＰＵＣＣＨリソース（第１の
ＲＲＣ構成リソースはＱ＋１＋ＮＰＵＣＣＨとしてインデキシングされる）の後にインデ
キシングされることを認識する。サブフレームｐ及びｑにおいて、ＤＬ　ＳＡ受信に対応
するＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信に対するＲＲＣ構成リソースの数がそれぞれＮＣＡ（ｐ）
及びＮＣＡ（ｑ）と仮定すると、サブフレームｐにおいてＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信のた
めのリソースの総個数はＱ＋ＮＰＵＣＣＨ＋ＮＣＡ（ｑ）８６０である。各領域の開始の
前にＢＷの上部（upper part）に対して図示されたリソースインデキシングは、サブフレ
ームｐ、８７０、８７２、及び８７４であり、これは、ＢＷの下部（lower part）及びサ
ブフレームｑに対しても同一の方式で拡張することができる（簡潔さのために省略される
）。ＮＣＡの単一値は、ブロードキャストシグナリングを介してアップデートされるまで
すべてのサブフレーム、すなわち、ＮＣＡ（ｐ）＝ＮＣＡ（ｑ），∀ｐ，ｑに適用するこ
とができる。また、ノードＢが各ＵＥにより使用されるリソースを知っているために、Ｕ
Ｅは、プライマリーＤＬ　ＣＣ外のＤＬ　ＣＣに対するＤＬ　ＳＡに応答してなされるＨ
ＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信のためのリソースをプライマリーＤＬ　ＣＣのＤＬ　ＳＡに応答
してなされるＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信のためのリソースの総個数に比例して決定する場
合に、ＮＣＡ値の通知を受ける必要がないこともある。
【００４１】
　２番目の場合において、同一のプライマリーＵＬ　ＣＣでＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信を
有するＵＥのうちの一部は、プライマリーＤＬ　ＣＣでＳＡを受信せず、プライマリーＤ
Ｌ　ＣＣでＰＣＦＩＣＨを信頼性よく受信すると想定することができない。プライマリー
ＤＬ　ＣＣ外のＤＬ　ＣＣでＤＬ　ＳＡに応答してなされるＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信の
ためのリソースは、やはり各ＵＥに対してＲＲＣ構成がなされるが、このようなリソース
は、プライマリーＤＬ　ＣＣでＤＬ　ＳＡに応答してなされるＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信
に要求されるリソースの最大個数に比例して決定される。すなわち、与えられたサブフレ
ームにおいて、最大ＰＤＣＣＨサイズは、プライマリーＤＬ　ＣＣ外のＤＬ　ＣＣに対す
るＤＬ　ＳＡに応答してなされるＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信のためのリソースをインデキ
シングするためにプライマリーＤＬ　ＣＣで常に仮定される。プライマリーＤＬ　ＣＣで
送信されるＤＬ　ＳＡに応答してなされるＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信のためのリソースは
、やはり各ＤＬ　ＳＡに対する最小のインデックスを有するＣＣＥから決定される。
【００４２】
　図９は、上述した２番目の場合を示す。プライマリーＤＬ　ＣＣにおいて、ＰＤＣＣＨ
は、サブフレームｐ９１０でＰ個のＣＣＥを占める一方、ＰＤＣＣＨは、サブフレームｑ
９２０でＱ個のＣＣＥを占める。同一のプライマリーＵＬ　ＣＣを有する一部のＵＥは、
ＳＡを受信せず、プライマリーＤＬ　ＣＣでＰＣＦＩＣＨを信頼性よく受信しないので、
このような各ＵＥは、プライマリーＤＬ　ＣＣ（ＤＬ　ＣＣ１）でＤＬ　ＳＡに応答して
なされるプライマリーＵＬ　ＣＣでのＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号の送信に要求されるリソース
がわからない。このようなリソースは、サブフレームｐ９３０でＰと同一であり、サブフ
レームｑ９４０でＱと同一のＳＡの送信のためのプライマリーＤＬ　ＣＣでのＣＣＥの総
個数により決定される。したがって、Ｎｍａｘ（ｊ）がサブフレームｊでＳＡ送信に対す
るＣＣＥの最大個数である場合に、ＵＥは、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信に対する自身のＲ
ＲＣ構成リソースがＮｍａｘ（ｊ）＋ＮＰＵＣＣＨリソース（第１のＲＲＣ構成リソース
はＮｍａｘ（ｊ）＋１＋ＮＰＵＣＣＨとしてインデキシングされ、カウンティングは１か
ら開始する）の後にインデキシングされることを理解する。サブフレームｐにおいてＨＡ
ＲＱ－ＡＣＫ信号送信のための最後のＲＲＣ構成リソースがＮＣＡ（ｐ）であり、サブフ
レームｑにおいてＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信のための最後のＲＲＣ構成リソースがＮＣＡ

（ｑ）であると仮定する場合に、サブフレームｐにおいてＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信のた
めのリソースの総個数はＮｍａｘ（ｐ）＋ＮＰＵＣＣＨ＋ＮＣＡ（ｐ）９５０であり、サ
ブフレームｑでＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信のためのリソースの総個数はＮｍａｘ（ｑ）＋
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ＮＰＵＣＣＨ＋ＮＣＡ（ｑ）９６０である。各領域の開始の前にＢＷの上部に対して図示
されたリソースインデキシングは、サブフレームｐ、９７０、９７２、９７４であり、こ
れは、ＢＷの下部及びサブフレームｑに対しても同一の方式で拡張することができる（簡
潔さのために省略される）。
【００４３】
　本発明の他の態様は、プライマリーＵＬ　ＣＣでＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信に対してＲ
ＲＣ構成されるか、又は各ＤＬ　ＳＡを通して動的に決定されたリソースの実際のインデ
キシングを提供する。
【００４４】
　プライマリーＵＬ　ＣＣにおいてＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信に対してＲＲＣ構成された
（又は動的に決定された）リソースの相対的なインデキシングが決定されると、大きいオ
ーバーヘッドを避けるためにＲＲＣ構成された（又は動的に決定された）リソースの追加
のインデキシングが必要である。これは、サブフレーム当たりの複数のＤＬ　ＣＣにＤＬ
　ＳＡを有するＵＥの数が小さいとしても、複数のＤＬ　ＣＣでＤＬ　ＳＡを潜在的に有
する多くのＵＥが存在することもあり、これらは、ＲＲＣシグナリングを通したＨＡＲＱ
－ＡＣＫ信号送信のために構成されたリソースであるので、このようなリソースは、ＲＲ
Ｃ構成リソースの速い再割り当てが可能でないか、又は要求されるシグナリングの観点で
不十分であるので、サブフレームでＤＬ　ＳＡを有しないとしてもＵＥに割り当てられた
ままに維持される必要がある。
【００４５】
　Ｋ個のＤＬ　ＣＣの各々でＤＬ　ＳＡを潜在的に有する総Ｍ個のＵＥを仮定し、プライ
マリーＤＬ　ＣＣでＤＬ　ＳＡに応答してなされる各ＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信のための
リソースが各ＤＬ　ＳＡに対する最小のインデックスを有するＣＣＥから決定されると仮
定すると、ＲＲＣ構成リソースの数はＭ・（Ｋ－１）である。Ｍ＝１００であり、平均値
Ｋ＝３の場合に、各リソースを固有に割り当て、潜在的な衝突又はスケジューラ制限を避
けるために総２００個のリソースが各ＵＥにＲＲＣ構成される必要がある。ＲＢ当たりの
１８個のＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号の多重化容量をさらに仮定すると、表１に説明された通り
に、ＲＲＣ構成リソースでＨＡＲＱ－ＡＣＫ送信をサポートするためにプライマリーＵＬ
　ＣＣで約総1１個のＲＢが要求される。単一のＲＢで１８個のＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号の
多重化は相当な干渉をもたらすが、このようなオーバーヘッドは、小さく取った推定値（
conservative estimate）であっても相当である（干渉は、ＲＢ当たりの単一ＨＡＲＱ－
ＡＣＫ信号送信に比例して１０ｌｏｇ１０（１８）＝１２．５５デシベル（ｄＢ）だけ増
加する）。また、Ｍ＝１００個以上のＵＥは（これらのうちの一部だけが実際にサブフレ
ーム当たりのＤＬ　ＳＡ受信を有することができるが）、複数のＤＬ　ＣＣでＤＬ　ＳＡ
受信で構成することができる。ＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信のためのＲＲＣ構成リソースと
関連したオーバーヘッドを減少させるために、本発明は、このようなリソースがＵＥの間
で共有することができ、追加のインデキシングが潜在的な衝突を避けるために適用するこ
とができる。
【００４６】
　ＤＬ　ＳＡは、ＰＤＳＣＨ受信に対して相互に異なる側面を可能にする複数の情報要素
（ＩＥ）を送信する。ＵＥが後続ＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信の電力を調節するために、送
信電力制御（ＴＰＣ）命令を提供するＩＥは、ＤＬ　ＳＡのＩＥの内部にある。ＨＡＲＱ
－ＡＣＫ信号送信は、プライマリーＵＬ　ＣＣにあり、複数のＵＬ　ＣＣにないものと仮
定するので、単一ＴＰＣ命令だけが必要である。本発明では、ＴＰＣ　ＩＥが、ＵＥが構
成されるプライマリーＤＬ　ＣＣで送信されたＤＬ　ＳＡにより提供され、このような複
数のＤＬ　ＳＡの場合に、ＴＰＣ命令は、プライマリーＤＬ　ＣＣでＰＤＳＣＨ受信をス
ケジューリングするＤＬ　ＳＡにより提供される。また、本発明は、１つのＤＬ　ＳＡか
らのＴＰＣ　ＩＥが意図した目的で使用されるか否かに関係なく、すべてのＤＬ　ＳＡが
ＴＰＣ　ＩＥを含む。（同一の値を有するように設定することができる）残りのＴＰＣ　
ＩＥは、各ＤＬ　ＳＡに対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信のためのＲＲＣ構成リソース
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をインデキシングするのに使用することができる。したがって、与えられたＵＥに対して
プライマリーＤＬ　ＣＣに対するＤＬ　ＳＡに対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信のため
に使用可能なリソースをｎＰＵＣＣＨ（０）とし、プライマリーＤＬ　ＣＣ外のＤＬ　Ｃ
ＣでＤＬ　ＳＡに対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信のために使用可能なリソースはｎＰ

ＵＣＣＨ（ｊ），ｊ＞０とすると、次のようである。
【００４７】
　ｎＰＵＣＣＨ（ｊ）＝ｆ（ｎＰＵＣＣＨ（０），ＴＰＣ（ｊ）），ｊ＞０
【００４８】
　また、本発明は、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信のためのＲＲＣ構成リソースを動的にイン
デキシングするためにＴＰＣ　ＩＥを使用する上述した実施形態は、このようなインデキ
シングのために使用される、ＤＬ　ＳＡでの新たなＩＥの導入を含むように一般化するこ
とができる。ＨＡＲＱ－ＡＣＫリソースインデキシングのために使用されるＩＥをＨＲＩ
　ＩＥとすると、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信のために使用されるリソースは、次のように
決定することができる。
【００４９】
　ｎＰＵＣＣＨ（ｊ）＝ｆ（ｎＰＵＣＣＨ（０），ＴＰＣ（ｊ）），ｊ＞０
【００５０】
　ここで、ｊはＤＬ　ＣＣインデックスを示す。また、ＨＲＩ　ＩＥは、プライマリーＤ
Ｌ　ＣＣでＤＬ　ＳＡに応答してなされるＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信のためのリソースを
インデキシングするのに使用することができる（最小のＣＣＥインデックスへのリンクは
適用されないこともある）。
【００５１】
　図１０は、ＤＬ　ＳＡでＴＰＣ　ＩＥビットを用いて複数のＤＬ　ＳＡの受信に応答し
てなされるＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信のためのリソースをインデキシングすることを示す
。プライマリーＤＬ　ＣＣ１０１０において、ＤＬ　ＳＡ１のＴＰＣ　ＩＥは、各ＤＬ　
ＳＡ受信に応答してなされるＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信１０２０のための電力をＵＥが決
定するのに使用される。ＤＬ　ＳＡ２　１０３０乃至ＤＬ　ＳＡ　Ｋ１０５０のＴＰＣ　
ＩＥは、それぞれＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信１０４０乃至１０６０のためのＲＲＣ構成リ
ソースに対するインデックスとして使用される。
【００５２】
　図１１及び図１２は、図１０の一般的な原理に対する２種類の特定例を示す。ＵＥは、
構成されたＫ＝５のＤＬ　ＣＣを有するものと仮定する。ＴＰＣ　ＩＥは、“００”、 
“０１”、“１０”、及び“１１”の値を有する２個のビットで構成され、各値は、ＴＰ
Ｃ　ＩＥがＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信のリソースをインデキシングするのに使用される場
合に、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信のためのＲＲＣ構成リソースの相互に異なる（differen
t）オフセットに対応する。
【００５３】
　図１１は、ＲＲＣ構成ＨＡＲＱ－ＡＣＫリソースに適用されるオフセットとＴＰＣ　Ｉ
Ｅビットに対する値との間の段階的マッピングを示す。可能なマッピングは、参照符号１
１１０で図示され、ここで、“００”はオフセット０を示し、“０１”はオフセット４を
示し、“１０”はオフセット８を示し、“１１”はオフセット１６を示す。ＵＥ１　１１
２０、ＵＥ２　１１３０、及びＵＥ３　１１４０は、重なる（overlapping）ＲＲＣ構成
ＨＡＲＱ－ＡＣＫリソースを有する。また、ＵＥ４　１１５０、ＵＥ５　１１６０、及び
ＵＥ６　１１７０は、重なるＲＲＣ構成ＨＡＲＱ－ＡＣＫリソースを有する。ＲＲＣ構成
ＨＡＲＱ－ＡＣＫリソースのコンパクトネス（compactness）にもかかわらず（１８個が
必要である時に８個のリソースだけが構成される）、各ＤＬ　ＳＡのＴＰＣ　ＩＥビット
１１２２、１１３２、１１４２、１１５２、１１６２、及び１１７２を用いるインデキシ
ングを介して適用されるオフセットは、各々結果的なＨＡＲＱ－ＡＣＫリソース１１２４
、１１３４、１１４４、１１５４、１１６４、及び１１７４からオーバーラッピングを除
去する。最小が１８である時に２４個のリソースが使用されるのでＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号
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送信のための結果的なリソースに対するマッピングは多少コンパクトである（ＨＡＲＱ－
ＡＣＫ信号が経験する干渉を減らすために若干の重複は好ましい）。また、与えられたＵ
Ｅに対してプライマリーＤＬ　ＣＣでのＤＬ　ＳＡ外の各ＤＬ　ＳＡでのＴＰＣ　ＩＥビ
ットは同一の値を有するものと観察される。
【００５４】
　図１２は、ＲＲＣ構成されたＨＡＲＱ－ＡＣＫリソースに適用されるオフセットとＴＰ
Ｃ　ＩＥビットに対する値との間の順次な（serial）マッピングを示す。可能なマッピン
グが参照符号１２１０で図示され、ここで、“００”はオフセット０を示し、“０１”は
オフセット１を示し、“１０”はオフセット２を示し、“１１”はオフセット３を示す。
ＵＥ１　１２２０、ＵＥ２　１２３０、及びＵＥ３　１２４０は、重なったＲＲＣ構成Ｈ
ＡＲＱ－ＡＣＫリソースを有する。また、ＵＥ４　１２５０、ＵＥ５　１２６０、及びＵ
Ｅ６　１２７０は、重なったＲＲＣ構成ＨＡＲＱ－ＡＣＫリソースを有する。各ＤＬ　Ｓ
ＡでＴＰＣ　ＩＥビット１２２２、１２３２、１２４２、１２５２、１２６２、及び１２
７２を用いるインデキシングを介して適用されるオフセットは、各々結果的なＨＡＲＱ－
ＡＣＫリソース１２２４、１２３４、１２４４、１２５４、１２６４、及び１２７４から
オーバーラッピングを除去する。最小が１８である時に２１個のリソースが使用されるの
で、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信のための結果的なリソースに対するマッピングはさらにコ
ンパクトである。基本的に、ＲＲＣ構成リソースは、サブフレーム当たりの複数のＤＬ　
ＣＣにおいてＤＬ　ＳＡの受信を有するＵＥの最大個数及びこのようなＤＬ　ＣＣの個数
を考慮する必要がある。ＴＰＣ　ＩＥでの２ビットは、ＤＬ　ＣＣでＤＬ　ＳＡに対して
同一のＲＲＣ構成ＨＡＲＱ－ＡＣＫリソースを有する４個までのＵＥからのＨＡＲＱ－Ａ
ＣＫ信号送信のためのリソースの衝突を避けるために使用することができる。
【００５５】
　本発明の他の側面は、ダウンリンク割り当て指示子（ＤＡＩ）ＩＥと呼ばれ、ＤＬ　Ｓ
Ａの数を示すカウンターＩＥをＤＬ　ＳＡが含む時にＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信のための
リソース決定を提供する。例えば、ＵＥが４個のＤＬ　ＣＣで構成されると、ＤＡＩ　Ｉ
Ｅは、各々プライマリーＤＬ　ＣＣ、第２、第３、及び第４のＤＬ　ＣＣでＰＤＳＣＨ受
信をスケジューリングするＤＬ　ＳＡに１、２、３、及び４の値を有することができる。
同一の内容がＴＤＤシステム及び単一ＣＣ動作にも適用され、この場合に、ＤＬサブフレ
ームがＤＬ　ＣＣに取って代わり、ＤＡＩ　ＩＥは、それぞれ第１、第２、第３、及び第
４のＤＬサブフレームでＰＤＳＣＨ受信をスケジューリングするＤＬ　ＳＡに１、２、３
、及び４の値を有することができる。プライマリーＤＬ　ＣＣ又はＴＤＤシステムの場合
に第１のＤＬサブフレームでＰＤＳＣＨ受信をスケジューリングするＤＬ　ＳＡにより提
供されるＴＰＣ　ＩＥは、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信の電力を決定するのに使用される。
【００５６】
　（プライマリーＤＬ　ＣＣ又は第１のＤＬサブフレーム外の）残りのＤＬ　ＣＣ又はＤ
Ｌサブフレームの各々でＰＤＳＣＨ受信に応答してなされるＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信の
ための各リソースは、それぞれのＤＬ　ＣＣ、又はＤＬサブフレームに対するＤＬ　ＳＡ
で、プライマリーＤＬ　ＣＣ又は第１のＤＬサブフレームに対応するリソース、ＴＰＣ　
ＩＥ及びＤＡＩ　ＩＥの関数（function）として決定される。与えられたＵＥに対して、
プライマリーＤＬ　ＣＣ又は、第１のＤＬサブフレームでＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信に使
用されるリソースをｎＰＵＣＣＨ（０）とし、プライマリーＤＬ　ＣＣ又は、第１のＤＬ
サブフレーム外のＤＬ　ＣＣ又はＤＬサブフレームで使用されるリソースをｎＰＵＣＣＨ

（ｊ），ｊ＞０とすると、次のようである。
【００５７】
　ｎＰＵＣＣＨ（ｊ）＝ｆ（ｎＰＵＣＣＨ（０），ＨＲＩ（ｊ），ＤＡＩ（ｊ）），ｊ＞
０
【００５８】
　また、上述したように、各ＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信のために使用されるリソースをイ
ンデキシングするためにＤＬ　ＳＡにＨＲＩ　ＩＥを導入することができる。リソースは
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、次のように決定される。
【００５９】
　ｎＰＵＣＣＨ（ｊ）＝ｆ（ｎＰＵＣＣＨ（０），ＨＲＩ（ｊ），ＨＲＩ（ｊ）），ｊ＞
０
【００６０】
　図１３は、それぞれのＤＬ　ＳＡでプライマリーＤＬ　ＣＣに対するリソース、ＴＰＣ
　ＩＥ及びＤＡＩ　ＩＥの関数として、プライマリーＤＬ　ＣＣ外のＤＬ　ＣＣでＤＬ　
ＳＡの受信に応答してなされるＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信のためのリソースマッピングを
示す。プライマリーＤＬ　ＣＣに対するＤＬ　ＳＡ外の各ＤＬ　ＳＡでのＴＰＣ　ＩＥビ
ットは、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信リソースを示すのに使用される。可能なマッピングが
参照符号１３１０で図示されており、ここで、“００”はオフセット１を示し、“０１”
はオフセット２を示し、“１０”はオフセット３を示し、“１１”はオフセット４を示す
。オフセット値は、ＵＥがＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信のために送信器ダイバーシティで構
成されたか否かに従って異なり、このような場合（送信器ダイバーシティで構成された場
合）に、それぞれ２、４、６、及び８のように相互に異なるオフセット値が使用すること
ができる（２個の送信器アンテナを仮定する時に）。ＵＥ１、ＵＥ２、ＵＥ３、ＵＥ４、
ＵＥ５、及びＵＥ６は、それぞれ（プライマリーＤＬ　ＣＣ外の）４個、２個、３個、３
個、４個、及び２個のＤＬ　ＣＣでＤＬ　ＳＡの受信に成功し、各ＤＬ　ＳＡは、ＴＰＣ
　ＩＥ値１３２２、１３３２、１３４２、１３５２、１３６２、及び１３７２をそれぞれ
伝達する。図１３のマッピングにおいて、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信のためのリソースは
、ＴＰＣ　ＩＥにより特定のオフセット値をＤＡＩ　ＩＥの値でスケーリングし、その結
果を各プライマリーＤＬ　ＣＣ１３２４、１３３４、１３４４、１３５４、１３６４、及
び１３７４でＤＬ　ＳＡ受信に応答してなされるＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信のためのリソ
ースに加えることにより得られる。ＤＡＩ　ＩＥ値は、各ＤＬ　ＳＡ受信に対して昇順で
ある（プライマリーＤＬ　ＣＣでのＰＤＳＣＨ受信に対して０から開始する）。したがっ
て、図１３において与えられたＵＥに対して、ＤＬ　ＣＣ　ｊでＰＤＳＣＨ受信に応答し
てなされるＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信のためのリソースｎＰＵＣＣＨ（ｊ），ｊ＞０は、
ｎＰＵＣＣＨ（ｊ）＝ｎＰＵＣＣＨ（０）＋ＴＰＣ・ＤＡＩ，ｊ＞０である。
【００６１】
　図１４は、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信のためのＵＥ送信器の構成を示すブロック図であ
る。ＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号送信のために使用されるＲＲＣ構成リソースは、ＵＥが各ＤＬ
　ＳＡから得られたＴＰＣ　ＩＥ（又はＨＲＩ　ＩＥ）値１４９０のマッピングのために
制御器により特定されるオフセットに従うことを除外し、主要な構成要素は図３に示すよ
うである。コンピュータ発生ＣＡＺＡＣシーケンス１４１０の周波数領域バージョンが使
用される。ＣＡＺＡＣシーケンスは、サブキャリア１４３０にマッピングされ、ＩＦＦＴ
が実行１４４０され、循環シフト１４５０が実行される。このリソースは、ＲＢ１４２０
及びＣＳ１４５０（及びＯＣＣ－単純性のために図示せず）を含む。図１４は、制御器が
ＴＰＣ　ＩＥに加えてＤＡＩ　ＩＥを含むように簡素な方式で修正することができる。最
後に、ＣＰ１４６０及びフィルターリング１４７０が送信された信号１４８０に適用され
る。
【００６２】
　図１５は、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号受信のためのノードＢ受信器の構成を示すブロックで
ある。ＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号受信のために使用されるＲＲＣ構成リソースは、ノードＢが
各ＤＬ　ＳＡに含むＴＰＣ　ＩＥ（又はＨＲＩ　ＩＥ）値１５１０のマッピングのために
制御器により特定されたオフセットに従うことを除外し、主要な構成要素は図４に示すよ
うである。このリソースは、ＲＢ１５６５及びＣＳ１５３０（及びＯＣＣ－単純性のため
に図示せず）を含む。ディジタル受信信号１５１０がフィルターリング（１５１５）され
、ＣＰが除去（１５２５）される。この後に、ＣＳが復元（１５３０）され、ＦＦＴ１５
３５が適用され、ＦＦＴ１５３５の出力がサブキャリア１５４０にデマッピングされる。
また、ステップ１５４５において、乗算器により信号がステップ１５５０のＣＡＺＡＣシ
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ーケンスのレプリカと相関する。その後に、出力１５６０がＲＳに対する時間－周波数補
間器のようなチャネル推定部又は送信されたＨＡＲＱ－ＡＣＫ信号に対する検出部に伝達
することができる。
【００６３】
　図１５は、制御器がＴＰＣ　ＩＥに加えてＤＡＩ　ＩＥを含むように簡素な方式で修正
することができる。
【００６４】
　本発明は、特定の実施形態を参照して図示され説明されたが、当業者は、添付された請
求項により定義されるように本発明の範囲を逸脱せず形態及び細部事項において様々な変
更がなされることが可能なことを理解するのであろう。
【００６５】
　本発明の実施形態は、ハードウェア、ソフトウェア、又はハードウェア及びソフトウェ
アの組み合せの形態で実現することができる。このような任意のソフトウェアは、例えば
、削除又は再記録が可能であるか否かに関係なく、ＲＯＭなどの記憶装置のような揮発性
又は非揮発性記憶装置、又は、例えば、ＲＡＭ、メモリチップ、装置又は集積回路のよう
なメモリ、又は例えばＣＤ、ＤＶＤ、磁気ディスク又は磁気テープなどの光学的又は磁気
的に読み取り可能な媒体に記憶することができる。記憶装置及び記憶媒体は、本発明の実
施形態を実現する指示を含むプログラム又はプログラムを格納するのに適合した機械可読
の記憶装置の実施形態である。したがって、本発明の実施形態は、本願明細書の請求項の
うちのいずれか１項で請求されるようなシステム又は方法を実現するためのコードを含む
プログラム及びこのようなプログラムを格納する機械可読記憶装置を提供する。また、こ
のようなプログラムは、有線又は無線接続を通じて搬送される通信信号のような任意の媒
体を通じて電子的に移送され、実施形態はこれと均等なことを適切に含む。
【００６６】
　本願の詳細な説明及び請求項において、“含む（comprise）”、“具備する（contain
）”、及びこれらの変形、例えば、“含む（comprising）”及び“含む（comprises）”
は“含まれるが、これに限定されない”との意味を有し、他の半分（moieties）、添加物
（additives）、構成要素、完成品又はステップを排除しようと意図されない（そして排
除しない）。
【００６７】
　本願明細書の説明及び請求項にわたって、単数は文脈上これと異なることを要求しない
限り複数を含む。特に、定められない対象が使用される場合に、文脈上異なることを必要
としない限り、単数と同様に複数も考慮することと理解されなければならない。
【００６８】
　本発明の特定側面、実施形態、又は例と共に説明される特徴、併合、特性、複合又はグ
ループは、それに不適合しない限り、ここに説明された他の側面、実施形態又は例に適用
できることがわかる。
【００６９】
　本願の説明及び請求項において、一般的に“ＹのためのＸ”という一般的な形態の言語
(ここで、Ｙは任意のアクション、動作又はステップであり、Ｘはこのようなアクション
、動作又はステップを実行するための任意の手段)の表現は、これに限定されず、Ｙを実
行するように設定又は適用される手段Ｘを含む。
【００７０】
　以上、本発明を具体的な実施形態に関して図示及び説明したが、添付した特許請求の範
囲により規定されるような本発明の趣旨及び範囲を外れることなく、形式や細部の様々な
変更が可能であることは、当該技術分野における通常の知識を持つ者には明らかである。
【符号の説明】
【００７１】
１４１０　ＣＡＺＡＣシークエンス
１４２０　ＢＲ
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１４３０　サブキャリア
１４４０　ＩＦＦＴ
１４５０　循環シフト（ＣＳ）
１４６０　ＣＰ
１４７０　フィルターリング
１４８０　送信された信号
１４９０　ＴＰＣ値マッピングの制御

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】

【図６】

【図７】
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【図８】 【図９】

【図１０】 【図１１】
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【図１２】 【図１３】

【図１４】 【図１５】
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